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定
例
会 

定
例
会 

第

４

回

 

平
成
 

年
 

23

会期１１月３０日～１２月２１日 会期１１月３０日～１２月２１日 

第
4
回
定
例
会
は
会
期
22
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
が
1
件
、
条
例
の
一
部
改
正
が
11
件
、
補
正
予
算
が
3
件
、
そ
の
他
7

件
の
計
22
議
案
の
ほ
か
、
同
意
1
件
、
諮
問
2
件
、
請
願
4
件
、
陳
情
10
件
、
議
員
に

よ
る
発
議
案
2
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
な
ど
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

������������������������������������������������ 
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公民館使用料改正の条例を可決 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
報
告

平
成
23
年
度
印
西
市
各
会
計
補

正
予
算
（
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
及
び
介
護
保
険
特

別
会
計
）
を
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

【
審
査
結
果
】

印
西
市
各
会
計
補
正
予
算
（
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
）

〈
可
決
〉

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

に
お
け
る
主
な
質
疑
及
び
そ
の
答

弁
に
つ
い
て
要
約
し
て
掲
載
し
ま

す
。

印
西
市
一
般
会
計
に
つ
い
て

質
疑

社
会
福
祉
総
務
費
9
7

3
5
万
8
0
0
0
円
を
計
上
し
て

い
る
21
住
区
地
域
交
流
施
設
整
備

事
業
の
積
算
根
拠
は
。

答
弁

地
域
交
流
施
設
の
用
地

取
得
費
と
し
て
、面
積
1
7
5
4．

19
�
、
単
価
5
万
5
0
0
0
円
で

あ
る
。

質
疑

21
住
区
学
童
保
育
施
設

の
用
地
面
積
と
単
価
は
。

答
弁

学
童
保
育
施
設
の
面
積

は
4
4
6．
2
4
�
、
単
価
5
万

5
0
0
0
円
の
2
4
7
6
万
6
3

2
0
円
で
あ
る
。

質
疑

市
道
物
木
・
滝
線
整
備

事
業
の
9
6
0
0
万
円
は
、
い
わ

ゆ
る
ハ
ー
ド
面
、
信
号
設
置
な
ど

公
安
委
員
会
事
業
は
別
と
し
て
、

県
道
へ
の
接
合
、
附
帯
工
事
や
交

差
点
改
良
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
整

備
は
こ
れ
で
終
了
す
る
と
い
う
認

識
で
い
い
の
か
。

答
弁

こ
れ
で
ハ
ー
ド
整
備
は

終
了
と
な
る
。

印
西
市
特
別
会
計
に
つ
い
て

質
疑

こ
の
た
び
の
国
の
介
護

保
険
特
例
措
置
に
対
す
る
周
知
は

ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

答
弁

今
回
の
特
例
交
付
金
の

対
象
は
、
介
護
保
険
の
65
歳
以
上

の
第
1
号
被
保
険
者
で
平
成
23
年

3
月
11
日
現
在
で
市
町
村
に
住
所

を
有
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
が

被
災
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
る
。

防
災
課
の
被
災
状
況
に
基
づ
き
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
中
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
か
ど
う
か
確
認
し
、
そ
の
該

当
者
全
員
に
通
知
を
し
た
。

質
疑

申
請
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
が
、
個
別
に
郵
送
し
、

何
％
が
申
請
し
た
の
か
。

答
弁

全
員
の
方
よ
り
申
請
を

受
け
付
け
た
。

【題　　材】印西市の四季折々の風景 
【応募資格】市内在住、在勤または在学 

平成24年第１回市議会定例会からインターネットによる 
議会中継（生中継及び録画中継）が始まります。 
アドレスは 
http://www.discussvision.net/inzaisi/index.html

「いんざい市議会だより」の１面に 
　掲載する写真を募集しています。 

議会中継が始まります 

応募方法等、詳細については議会事務局までお問合わせください。 
【印西市議会事務局】　�0476－42－5111（内線607・608） 

撮影：中條壽雄さん「印西市内には自然がたくさんあります」 撮影：中條壽雄さん「印西市内には自然がたくさんあります」 
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質
問

1
人
あ
た
り
の
ゴ
ミ
焼

却
量
の
一
日
平
均
は
、
印
西
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
全
国
平
均

は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長

デ
ー
タ
が
あ

る
直
近
の
平
成
21
年
度
の
数
字

で
、
家
庭
系
可
燃
ゴ
ミ
は
、
印
西

が
4
7
2
グ
ラ
ム
、
全
国
が
4
5

7
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

印
西
市
は
全
国
平
均
よ

り
も
多
い
。
仮
に
生
ゴ
ミ
が
す
べ

て
分
別
さ
れ
て
焼
却
さ
れ
る
態
勢

が
で
き
れ
ば
、
1
人
1
日
あ
た
り

の
焼
却
量
は
、
ど
の
く
ら
い
減
る

見
通
し
か
。

答
弁

平
成
22
年
度
の
ご
み
質

の
分
析
結
果
か
ら
推
計
す
る
と
30

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
削
減
さ
れ
る
。

質
問

横
浜
市
は
人
口
3
6
0

万
人
を
超
す
大
都
市
だ
が
、
21
世

紀
に
入
っ
て
、
家
庭
の
可
燃
ゴ
ミ

を
35
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
た
。
町

田
市
（
東
京
都
）
や
葉
山
市
（
神

奈
川
県
）
で
は
、
ゴ
ミ
の
焼
却
・

埋
め
立
て
を
や
め
る
「
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
政
策
」を
始
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
先
進
事
例
を
研
究
し
て

い
る
か
。

答
弁

現
在
、
策
定
中
の
「
第

早期開通が待たれる市道物木・滝線

一 

般

質

問

般

質

問

 
一 

般

質

問

般

質

問

 
一 

般

質

問

 
平
成
23
年
第
4
回
定
例
会
で
は
開
会
日
か
ら
5
日
間
、
17
人
の
議
員
に
よ
る
個
人

質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
全
般
に
対
し
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
紙
面
の
関
係
で
そ
の
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

個人質問 

ゴ
ミ
の
大
量
焼
却
よ
り
も

ゴ
ミ
減
量
を
優
先
し
て
は

山
本
　
清

2
次
印
西
市
ご
み
減
量
計
画
」
に

お
け
る
施
策
検
討
の
参
考
と
す
る

た
め
、
横
浜
市
の
「
よ
こ
は
ま
ス

リ
ム
プ
ラ
ン
」
や
、
町
田
市
な
ど

の
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
な
ど
、

ゴ
ミ
減
量
化
・
資
源
化
の
先
進
自

治
体
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
確

認
は
し
て
い
る
。

質
問

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
ゴ
ミ
焼
却
場
新
築
に
巨
額
の

予
算
を
出
す
前
に
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
を
早
急
か
つ
徹
底
的
に
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁

ゴ
ミ
処
理
問
題
は
、
環

境
問
題
な
ど
の
理
由
か
ら
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
重
要
課
題
の
1
つ

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
平
成
13
年
度
に
「
印
西
市

ご
み
減
量
計
画
」
を
策
定
し
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
今
後
も
推
進
し

て
い
く
。

個人質問 

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

防
災
対
策
に
つ
い
て

浅
沼
　
美
弥
子

質
問

公
明
党
は
平
成
23
年
8

月
、「
女
性
防
災
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
全
国
6
5
8
の
自
治
体
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
防
災
総

点
検
運
動
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
対

策
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
。
例

え
ば
、
女
性
の
防
災
会
議
の
委
員

は
、
国
で
は
26
人
中
2
人
、
都
道

府
県
で
は
4．

4
％
。
当
市
に
お

い
て
も
35
人
中
1
人
で
あ
る
。
女

性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長

防
災
分
野
に
お
い

て
も
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
市
の
防
災

会
議
や
、
避
難
所
運
営
委
員
会
に

女
性
委
員
を
可
能
な
限
り
登
用
す

る
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
お
い
て
、女
性
の
更
衣
室
、

男
女
別
ト
イ
レ
、
授
乳
場
所
の
設

置
等
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め
る
と

と
も
に
、
女
性
が
主
体
の
団
体
の

ご
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
、
女
性

の
参
加
が
図
れ
る
よ
う
関
係
部
署

に
指
示
す
る
。

質
問

女
性
消
防
団
員
の
増
員

と
、
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
、
個

別
訪
問
事
業
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。答

弁

女
性
消
防
団
の
増
員
に

つ
い
て
は
市
域
も
広
が
っ
た
こ
と

か
ら
考
慮
す
る
。
ま
た
活
動
内
容

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
防
災
用
具

の
点
検
や
、
家
具
の
転
倒
防
止
な

ど
の
防
災
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
含
め

た
戸
別
訪
問
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
胆
道
閉
鎖
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
母
子
手
帳
に
カ
ラ
ー
カ
ー

ド
（
便
色
の
見
本
）
の
導
入
を
。

・
保
育
所
待
機
児
童
（
10
月
1
日

現
在
82
人
）
解
消
の
た
め
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
講
じ
よ
。

・
自
治
法
の
改
正
で
生
じ
た
課
題

で
あ
る
、
基
本
構
想
と
各
種
行

政
計
画
と
の
整
合
性
を
保
持
す

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

個人質問 

コ
ン
ビ
ニ
・
ペ
イ
ジ
ー
で

ら
く
ら
く
納
税

中
澤
　
俊
介

質
問

繰
り
返
し
提
案
し
て
き

た
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
が
新

年
度
よ
り
導
入
の
運
び
と
な
っ

た
。
単
身
世
帯
や
共
働
き
世
帯
を

中
心
に
、
平
日
の
銀
行
窓
口
を
利

用
で
き
な
い
納
税
者
に
と
っ
て
ニ

ー
ズ
が
高
い
コ
ン
ビ
ニ
収
納
だ

が
、
平
成
24
年
4
月
ス
タ
ー
ト
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長

コ
ン
ビ
ニ
収
納
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
24
年
4

月
か
ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
市
・
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
ほ

か
、
下
水
道
使
用
料
・
水
道
料
金

も
利
用
可
能
と
な
る
。
利
用
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、

市
内
に
多
く
展
開
し
て
い
る
店
舗

と
し
て
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
デ

イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ロ
ー

ソ
ン
等
の
、
市
内
33
店
舗
ほ
か
、

全
国
展
開
を
し
て
い
る
14
コ
ン
ビ

ニ
本
部
24
チ
ェ
ー
ン
店
と
な
る
。

質
問

ペ
イ
ジ
ー
導
入
に
よ
り
、

納
税
の
機
会
拡
大
や
利
便
性
の
向

上
な
ど
、
納
税
環
境
が
飛
躍
的
に

進
化
す
る
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や

具
体
的
な
利
用
方
法
は
。

答
弁

ペ
イ
ジ
ー
の
導
入
に
伴

い
、
主
な
銀
行
や
郵
便
局
等
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ

バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
及
び
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
納
税
が
可
能
と
な
る
。
事
前
の

利
用
登
録
が
必
要
に
な
る
が
、
操

作
方
法
は
振
り
込
み
操
作
よ
り
簡

単
で
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
数
字
を
入
力
し
、
支
払
方
法
を

指
定
す
る
こ
と
で
完
了
す
る
。
特

に
、
現
金
を
引
き
出
し
た
後
に
、

銀
行
の
窓
口
で
納
め
る
2
段
階
の

作
業
を
必
要
と
し
て
い
た
も
の
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
1
回
で
完
結
す
る
。

質
問

運
用
上
の
注
意
や
課
題

は
。答

弁

コ
ン
ビ
ニ
収
納
で
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
が
汚
れ
て
い
る
と
利

用
で
き
な
い
こ
と
や
、
ペ
イ
ジ
ー

を
利
用
す
る
場
合
は
、
領
収
書
が

発
行
さ
れ
な
い
事
が
あ
げ
ら
れ

る
。

個人質問 

道
路
整
備

市
道
物
木
・
滝
線
に
つ
い
て

小
川
　
義
人

質
問

道
路
整
備
に
つ
い
て
①

市
道
0
0
―
0
3
1
号
線
に
つ
い

て
②
市
道
物
木
・
滝
線
に
つ
い
て

③
若
草
大
橋
先
線
に
つ
い
て
④
北

千
葉
道
路
に
つ
い
て
⑤
国
道
16
号

バ
イ
パ
ス
（
千
葉
柏
道
路
）
に
つ

い
て都

市
建
設
部
長

①
都
市
計
画

道
路
3
・
4
・
11
と
の
交
差
点
付

近
に
未
買
収
地
が
あ
る
こ
と
か

ら
、整
備
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

残
り
4
0
0
ｍ
の
未
整
備
区
間
の

工
事
の
際
は
大
型
重
機
が
必
要
と

な
り
、
工
事
進
入
路
が
都
市
計
画

道
路
の
交
差
点
部
分
に
な
る
こ
と

か
ら
、
用
地
買
収
が
で
き
な
い
と

工
事
に
入
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

②
市
民
か
ら
の
早
期
供
用
開
始

の
強
い
要
望
が
あ
る
。
県
道
千
葉

臼
井
印
西
線
の
交
差
点
改
良
を
暫

定
形
で
の
整
備
を
す
る
こ
と
で
、

千
葉
県
警
及
び
印
旛
土
木
事
務
所

と
協
議
を
し
て
い
た
。早
け
れ
ば
、

年
内
に
協
議
が
整
う
こ
と
に
な
り
、

12
月
定
例
会
に
お
い
て
工
事
費
の

補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
、
協
議
が
整
い
、
補
正
予

算
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
入
札
の

準
備
に
入
っ
て
、
工
事
契
約
の
締

結
を
行
い
た
い
。
平
成
24
年
9
月

に
暫
定
形
で
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

③
若
草
大
橋
は
平
成
18
年
4
月

に
暫
定
で
供
用
開
始
し
た
。
茨
城

県
側
で
美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
が
供

用
開
始
し
た
。
千
葉
県
側
は
、
栄

町
北
地
先
の
国
道
3
5
6
号
バ
イ

パ
ス
が
終
点
と
な
り
、
朝
夕
の
交

通
渋
滞
の
慢
性
化
な
ど
生
活
環
境

の
悪
化
を
招
い
て
い
る
。そ
こ
で
、

千
葉
県
知
事
に
対
し
、
延
伸
線
の

事
業
化
の
要
望
を
行
い
た
い
。

④
印
西
市
か
ら
成
田
市
に
か
け

て
の
区
間
は
、
部
分
供
用
を
含
め

VO
LU
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布佐ルート運行開始で
より便利になるふれあいバス

質
問
1

①
全
住
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
。
合
併
時
に

は
自
ら
昼
夜
行
っ
て
い
る
。
②
燃

や
す
ゴ
ミ
の
3
割
は
紙
類
だ
。
徹

底
し
た
分
別
で
Ｃ
O2
の
削
減
を
。

議
会
で
の
議
論
は
、
住
民
へ
の
説

明
、
ゴ
ミ
の
徹
底
分
別
、
ゴ
ミ
減

量
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
③
市
長

は
「
土
地
候
補
地
3
ヶ
所
の
具
体

的
な
大
き
な
差
は
な
い
。
整
備
に

は
多
額
の
費
用
が
伴
い
大
き
な
課

題
で
あ
る
か
ら
印
西
地
区
環
境
整

備
事
業
組
合
で
精
査
研
究
を
」
と

組
合
に
回
答
し
て
い
る
。
組
合
は

研
究
し
た
の
か
。

市
長

①
組
合
の
方
で
時
間
、

場
所
等
調
整
し
て
ほ
し
い
。
た
だ

一
つ
懸
念
な
の
は
正
副
管
理
者
の

3
人
の
時
間
調
整
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
時
間
が
と
れ
る
か
難

し
い
。

環
境
経
済
部
長

②
「
第
2
次

ゴ
ミ
減
量
計
画
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
る
。
減
量
化
は
必
要
だ
。
③

正
副
管
理
者
間
で
の
討
議
資
料
と

し
た
。
事
業
の
推
進
に
あ
わ
せ
更

に
精
査
さ
れ
る
と
考
え
る
。

質
問
2

高
齢
者
の
外
出
支
援

①
要
介
護
3
以
上
の
方
に
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
利
用
券
の
交
付
（
年
間

60
万
円
の
実
績
）を
し
て
い
る
が
、

対
象
を
拡
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

デ
ィ
マ
ン
ド
交
通
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
早
期
導
入
を
求
め
る
。

②
鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
事
業

（
補
助
が
一
回
千
円
が
5
百
円
に

半
減
さ
れ
平
成
20
年
に
廃
止
）
の

復
活
を
。
身
な
り
を
整
え
、
外
出

す
る
こ
と
が
閉
じ
こ
も
り
の
防
止

に
つ
な
が
る
。

健
康
福
祉
部
長

①
高
齢
者
の

介
護
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
の
防
止

を
含
め
外
出
支
援
を
図
り
た
い
。

市
長

②
高
齢
者
の
方
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
の
で
き
る
よ

う
な
市
政
を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

対
策
―
住
民
の
不
安
に
ど
う
応

え
る
の
か
。
被
災
さ
れ
て
い
る

方
た
ち
の
支
援
（
住
ま
い
の
継

続
を
）

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
市
長
の
見
解
。

個人質問 

ゴ
ミ
減
量
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

移
転
の
見
直
し
を

山
田
　
喜
代
子

関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

⑤
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
土

木
構
造
物
に
被
害
が
生
じ
、
バ
イ

パ
ス
ル
ー
ト
の
課
題
及
び
問
題
点

を
抽
出
し
、
検
討
し
て
い
る
。

質
問

印
西
地
区
環
境
整
備
事

業
組
合
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
替
移
転
候
補
地
と
し
て
選
定
し

た
3
ヵ
所
に
つ
い
て
、
組
合
が
印

西
市
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
見
解
を
求
め
た
の
に
対
し
、
現

在
地
、
ま
た
は
現
在
地
か
ら
5
0

0
ｍ
離
れ
た
造
成
中
の
土
地
が
望

ま
し
い
と
の
見
解
を
回
答
し
た
こ

と
に
つ
い
て
尋
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
住
民

へ
の
影
響
度
に
つ
い
て
検
討
す
る

際
、
市
民
参
加
条
例
を
活
用
し
た

か
。環

境
経
済
部
長

庁
内
検
討
会

（
7
部
11
名
の
委
員
で
構
成
）
で

検
討
し
た
際
、
市
民
参
加
条
例
に

つ
い
て
の
適
用
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
検
討
し
た
。
し
か
し

事
業
主
体
は
組
合
で
あ
り
、
市
と

は
別
の
団
体
と
い
う
こ
と
で
市
民

参
加
条
例
の
対
象
で
は
な
い
と
考

え
た
。

質
問

市
長
は
説
明
会
で
、
25

項
目
に
わ
た
る
評
価
項
目
か
ら
候

補
地
を
3
つ
に
絞
り
込
ん
だ
と
説

明
し
て
い
る
が
、
住
民
へ
の
環
境

配
慮
に
つ
い
て
の
評
価
項
目
は
、

「
周
辺
住
宅
地
の
密
集
度
」、「
学

校
等
か
ら
の
距
離
」
の
2
項
し
か

な
い
。
ま
た
重
要
度
に
し
て
も
3

段
階
の
う
ち
一
番
低
い
ラ
ン
ク
に

評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
比
較

検
討
結
果
を
信
用
で
き
る
の
か
。

答
弁

組
合
の
委
員
会
の
中
に

は
識
見
者
も
市
民
代
表
者
も
選
任

さ
れ
て
お
り
。
そ
う
い
う
中
で
の

協
議
の
結
果
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問

組
合
の
委
員
会
が
採
用

し
た
25
の
評
価
項
目
の
中
に
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」「
住
民
合
意

形
成
」「
用
地
費
」「
景
観
へ
の
配

慮
」
な
ど
7
項
目
は
評
価
対
象
外

と
し
て
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
項
目
こ
そ
印
西
市
と
し
て
き

ち
ん
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

庁
内
検
討
会
で
は
、
用

地
費
等
の
経
済
性
、
住
民
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
中
で
配

慮
し
て
ほ
し
い
旨
の
回
答
を
し
て

い
る
。

個人質問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
移
転

市
民
参
加
に
よ
る
検
討
を

雨
宮
　
弘
明

質
問

最
終
決
定
し
た
候
補
地

は
液
状
化
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
区
域
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
か
。

環
境
経
済
部
長

印
西
市
防
災

マ
ッ
プ
で
は
液
状
化
に
注
意
す
る

必
要
の
あ
る
区
域
と
な
っ
て
い
る

が
、
候
補
地
選
定
に
あ
た
っ
て
は

千
葉
県
の
液
状
化
危
険
度
予
測
分

布
図
を
図
示
し
た
比
較
検
討
地
抽

出
参
考
図
を
使
用
し
た
。

質
問

千
葉
県
の
液
状
化
危
険

予
測
の
想
定
震
度
を
超
え
る
地
震

が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
情
報
を

厳
し
く
見
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
か
。

答
弁

施
設
の
建
設
に
あ
た
り

危
険
度
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

地
質
調
査
を
実
施
し
基
礎
の
構
造

等
を
決
定
す
る
。

質
問

1
3
0
ｍ
の
煙
突
等
の

建
設
に
あ
た
り
、
地
質
調
査
の
結

果
に
よ
り
建
設
コ
ス
ト
の
膨
ら
む

可
能
性
を
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

答
弁

地
質
調
査
を
し
、
安
全

確
認
後
、
建
設
に
入
る
が
地
質
調

査
結
果
に
よ
っ
て
は
建
設
コ
ス
ト

が
膨
ら
む
可
能
性
は
あ
る
。

質
問

所
沢
市
で
は
、
最
終
処

分
場
の
候
補
地
選
定
過
程
に
お
い

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
を
行
い
、
比
較
評
価
項
目
募
集

を
し
た
。
市
民
参
加
条
例
を
制
定

し
て
い
る
印
西
市
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
候
補
地
選
定
作
業
に
対
す

る
市
民
参
加
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

印
西
地
区
環
境
整
備
事

業
組
合
は
、
学
識
経
験
者
や
市
民

な
ど
で
構
成
す
る
次
期
中
間
処
理

施
設
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、比
較
検
討
地
の
評
価
を
し
た
。

質
問

組
合
か
ら
印
西
市
に
候

補
地
抽
出
依
頼
が
あ
っ
て
か
ら
候

補
地
を
組
合
に
挙
げ
る
ま
で
の
期

間
は
。

答
弁

提
出
期
限
ま
で
は
2
カ

月
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
熱

供
給
事
業
本
部
と
の
関
係
に
つ

い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
市
政
情

報
の
公
表
お
よ
び
提
供
に
つ
い
て

質
問

交
通
問
題
に
つ
い
て

①
印
西
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
②
6
駅

（
仮
称
、
そ
う
ふ
け
高
花
駅
）
設
置

計
画
に
つ
い
て

企
画
財
政
部
長

①
平
成
22
年

度
、
バ
ス
公
共
交
通
の
充
実
に
向

け
た
基
本
方
針
と
な
る
「
印
西
市

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

を
策
定
し
た
。
こ
の
連
携
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
23
年
9
月
1
日
よ

り
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
実
証
運
行
と

個人質問 

地
域
公
共
交
通
活
性
化
施
策
と

6
駅
設
置
計
画

齋
藤
　
光
彦

個人質問 

液
状
化
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
替
用
地
選
定

海
老
原
　
作
一

個人質問 

ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て 國
嶋
　
久
善

質
問
（
株
）ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
が

平
成
23
年
5
月
頃
に
閉
店
す
る
と

い
う
噂
が
あ
り
選
挙
後
に
す
ぐ
駅

前
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
株
）と（
株
）ラ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
両
者
に
板
倉
議
員

と
い
に
は
野
住
民
と
三
人
で
一
刻

も
早
い
開
店
を
交
渉
し
、（
株
）ラ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
専
務
よ
り
修
理
を

早
く
し
て
く
れ
れ
ば
平
成
24
年
3

月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
確
約

を
戴
き
安
心
し
た
。
と
こ
ろ
が
11

月
に
呼
び
出
し
が
あ
り
セ
ン
タ
ー

が
修
理
を
未
だ
せ
ず
弁
護
士
を
立

て
て
い
る
の
で
3
月
16
日
オ
ー
プ

ン
は
な
い
と
の
返
事
。
い
に
は
野

住
民
は
毎
日
生
活
に
困
っ
て
い
る

現
実
を
市
長
は
知
っ
て
い
る
か
。

市
側
は
駅
前
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
株
）

と（
株
）ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
交
渉
し

た
の
は
7
月
13
日
と
7
月
17
日
の

2
日
だ
け
だ
。
副
市
長
は
一
度
出

て
き
た
が
市
長
は
一
度
も
出
て
来

て
い
な
い
。
我
々
は
板
倉
議
員
と

い
に
は
野
住
民
と
何
十
回
と
な
く

交
渉
し
て
き
た
。
都
市
再
生
機
構

は
我
々
に
諸
施
設
が
整
備
さ
れ
て

安
心
し
て
生
活
出
来
る
環
境
で
あ

る
と
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。
そ
れ
を
信

じ
て
我
々
は
土
地
を
、
マ
ン
シ
ョ

ン
を
買
っ
た
。
市
と
都
市
再
生
機

構
の
責
任
は
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
今
後
い
に
は
野
住
民
に
対
し

て
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長

い
に
は
野
地
区
に
ス
ー

パ
ー
の
生
活
利
便
施
設
は
不
可
欠

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で

日
々
の
不
便
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
一
日
も
早
い
商
業

施
設
の
誘
致
、
生
活
利
便
施
設
の

確
保
に
つ
い
て
都
市
再
生
機
構
に

対
し
強
く
申
し
入
れ
て
い
る
所
だ
。

そ
の
他
の
質
問

・
こ
の
厳
し
い
現
実
を
乗
り
切
る

に
は
都
市
再
生
機
構
に
対
し
て

市
長
と
い
に
は
野
住
民
と
の
約

束
は
ど
う
し
た
。

・
約
束
を
守
ら
な
け
れ
ば
今
後
い

に
は
野
再
開
発
に
は
許
可
を
出

さ
な
い
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
行
く
覚
悟
が
あ

る
か
。
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質
問
1
（
仮
称
）コ
ス
モ
ス
道

路
と
県
道
船
橋
・
印
西
線
の
建
設

は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
強
く

要
望
す
る
と
い
う
が
、
今
ま
で
ど

の
よ
う
な
交
渉
を
し
て
き
た
の
か
。

ま
た
、
木
下
街
道
・
松
山
下
ま
で

の
歩
道
の
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

市
長

今
後
あ
ら
ゆ
る
つ
て
を

駆
使
し
て
交
渉
し
、
用
地
買
収
が

済
ん
だ
所
か
ら
供
用
開
始
で
き
る

よ
う
県
に
要
望
す
る
。

質
問
2

町
づ
く
り
の
主
要
な

取
り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
社
会

実
験
か
ら
13
ヶ
月
経
過
し
た
。
反

省
点
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

企
画
財
政
部
長

商
業
施
設
や

災害に備え、食料や医薬品等が備蓄されている防災倉庫

個人質問 

議
会
答
弁
は
期
限
付
き有

言
実
行
を

上
條
　
公
司

史
跡
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
地

域
の
活
性
化
に
有
効
で
あ
っ
た
。

今
後
は
事
業
化
に
向
け
て
関
係
団

体
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
国

や
他
自
治
体
等
の
情
報
収
集
に
努

め
る
。
自
転
車
の
安
全
・
安
心
な

走
行
環
境
と
回
遊
コ
ー
ス
の
必
要

性
も
意
見
交
換
し
た
。
今
年
度
中

に
、
庁
内
検
討
組
織
を
設
置
し
、

事
業
化
に
向
け
て
の
課
題
や
諸
条

件
の
検
討
に
着
手
す
る
。
来
年
度

は
更
に
事
例
研
究
、
庁
内
検
討
を

進
め
る
。

質
問
3

視
察
先
の
西
宮
市
で

開
発
さ
れ
た
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
。
費

用
も
安
い
し
、
被
災
者
の
為
に
も

導
入
し
て
は
い
か
が
か
。
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
防
災
計
画
は
ど

の
よ
う
に
見
直
し
を
し
て
い
る
か
。

以
前
指
摘
を
し
た
が
、
支
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
企
業
を
訪
問
し
た

り
話
し
合
っ
た
り
は
し
た
か
。

総
務
部
長

被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
は
印
西
市
に
と
っ
て
有
益
。

導
入
に
向
け
検
討
す
る
。
ま
た
、

現
在
地
区
別
カ
ル
テ
を
作
成
中
。

企
業
と
は
そ
の
後
連
絡
を
取
っ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
食
農
連
携
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
支
援
の

進
捗
状
況

・
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
、
防

犯
組
合
の
予
算
を
削
っ
て
は
な

ら
な
い

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
関
連

質
問
1

公
民
館
利
用
に
つ
い

て
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
認
定

は
ど
の
よ
う
に
。

教
育
部
長

申
請
後
1
年
間
の

活
動
内
容
・
運
営
状
況
を
確
認
し

て
か
ら
認
定
の
可
否
を
判
断
。

質
問

申
請
前
の
過
去
の
実
績

も
審
査
期
間
に
含
め
る
事
は
。

答
弁

そ
れ
ら
も
加
味
し
、
審

査
時
の
判
断
材
料
と
す
る
。

質
問

活
発
な
市
民
活
動
は
街

を
活
性
化
し
人
の
繋
が
り
を
作
る
。

当
市
は
団
体
登
録
後
、
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
取
得
に
3
ヶ
月
必
要
。

更
に
予
約
可
能
な
の
は
過
去
に
利

用
し
た
公
民
館
の
み
。
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
即
日
発
行
し
、
全
公

民
館
が
利
用
可
能
な
他
市
多
数
。

印
西
市
も
習
う
べ
き
で
は
。

答
弁

今
後
研
究
す
る
。

質
問

市
の
後
援
を
受
け
た
事

業
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
は
、

各
施
設
へ
の
配
布
に
協
力
を
。

答
弁

検
討
し
対
応
す
る
。

質
問
2

21
住
区
の
街
開
き
に

伴
い
、ア
ク
セ
ス
特
急
の
印
西
牧
の

原
駅
停
車
の
重
要
性
に
つ
い
て
。

市
長

ア
ク
セ
ス
特
急
停
車
は
、

印
西
市
全
体
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
向

上
に
繋
が
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

個人質問 

使
い
易
い
公
民
館
運
営
を
・

21
住
区
充
実
の
た
め
に

近
藤
　
瑞
枝

利
用
し
て
強
く
訴
え
か
け
る
。

企
画
財
政
部
長

入
居
が
予
定

さ
れ
る
21
住
区
を
は
じ
め
、
駅
圏

全
体
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

要
因
。
働
き
か
け
を
続
け
る
。

質
問

入
居
促
進
策
に
つ
い
て

都
市
建
設
部
長

公
共
・
公
益

施
設
の
整
備
、
都
市
再
生
機
構
の

販
売
活
動
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
ア
ク
セ
ス
特
急
の
印
西

牧
の
原
駅
停
車
、
国
道
4
6
4
号

掘
割
部
の
早
期
供
用
開
始
な
ど
も

重
要
な
要
素
と
考
え
る
。

質
問

国
道
4
6
4
号
掘
割
部

の
ラ
ン
プ
の
具
体
的
な
位
置
は
。

答
弁

東
京
電
機
大
学
付
近
、

千
葉
龍
ヶ
崎
線
交
差
点
付
近
、
牧

の
原
モ
ア
付
近
、
印
旛
日
本
医
大

駅
付
近
の
計
4
ヶ
所
に
計
画
さ
れ

て
い
る
。

質
問
1

防
災
対
策
に
つ
い
て

①
市
指
定
避
難
場
所
の
防
災
倉
庫

の
整
備
状
況
と
未
整
備
箇
所
の
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
②
災
害
時
に

は
小
中
学
校
等
の
避
難
所
に
周
辺

住
民
が
避
難
し
共
同
で
避
難
所
を

運
営
。
小
学
校
区
単
位
の
防
災
訓

練
を
推
進
し
支
援
し
て
い
く
考
え

は
。
③
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
を
点

検
し
医
薬
品
等
で
消
費
期
限
切
れ

の
も
の
は
至
急
入
替
え
を
。
④
民

間
福
祉
施
設
等
の
防
災
対
策
は
。

総
務
部
長

①
30
ヶ
所
中
8
ヶ

所
未
整
備
。
今
年
度
六
合
小
、
印

旛
中
に
設
置
。
他
も
計
画
的
に
設

置
し
て
い
く
。
②
自
主
防
災
組
織

の
設
立
状
況
を
見
つ
つ
要
望
に
応

じ
た
支
援
を
し
て
い
く
。
③
各
防

災
倉
庫
に
50
人
用
救
急
箱
2
個
を

備
蓄
。
医
薬
品
は
適
正
に
更
新
し

て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

④
消
防
計
画

個人質問 

地
域
の
防
災
力
向
上
策
と

企
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て

松
尾
　
榮
子

に
基
づ
き
年
2
回
以
上
訓
練
実

施
。
市
所
管
の
認
知
症
対
応
型
生

活
施
設
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
で
は
23
年
度
中
1
ヶ
所

http://www.kaigiroku.net/kensaku/inzai/inzai.html
　市議会だよりに掲載の審議内容や一般質問は、紙面の都合により要約してあります。今までの会議録による閲覧に加え、 
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し
て
、
市
役
所
か
ら
木
下
駅
、
布

佐
駅
等
を
経
由
し
、
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
駅
を
結
ぶ
布
佐
ル
ー

ト
、印
西
牧
の
原
駅
か
ら
竜
腹
寺
、

荒
野
等
を
経
由
し
、
印
旛
支
所
を

結
ぶ
印
旛
支
所
ル
ー
ト
の
2
ル
ー

ト
を
新
設
す
る
と
と
も
に
既
存
4

ル
ー
ト
の
日
曜
日
･
祝
日
運
行
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
バ
ス
が
運

行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
大
型
商

業
施
設
に
買
い
物
に
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
」、「
休
日
も
運
行
し
便

利
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
意
見

や
「
電
車
と
の
乗
り
継
ぎ
に
も
っ

と
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
ご
指
摘
な
ど
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
協
議
会
で
は
、
実
証
運
行

に
つ
い
て
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
行
い
な
が
ら
、
利
用
者
の

属
性
や
利
用
動
向
、
満
足
度
等
を

把
握
し
、
事
業
の
検
証
･
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
連
携
計
画
に
基

づ
く
3
年
間
の
計
画
期
間
の
中

で
、
民
間
バ
ス
路
線
や
補
助
路
線

の
利
便
性
向
上
、
市
内
交
通
不
便

地
域
の
解
消
策
等
に
つ
い
て
、

様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

②
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の

熟
成
や
周
辺
環
境
の
整
備
な
ど
の

状
況
に
注
視
し
て
、
設
置
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
総
合
計
画

の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
9
月
議
会
で
議
決
を

い
た
だ
い
た
基
本
構
想
の
土
地
利

用
基
本
構
想
図
の
中
に
も
駅
圏
・

検
討
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

現
在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
基
本

計
画
の
素
案
の
中
で
も
、
検
討
を

し
て
い
る
。

を
含
め
6
ヶ
所
全
て
に
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
を
設
置
。

質
問
2

企
業
誘
致
政
策
に
つ

い
て
。
茂
原
市
と
県
が
多
額
の
補

助
を
し
誘
致
し
た
工
場
が
5
年
で

撤
退
。
補
助
金
に
返
還
規
定
は
な

く
、
わ
ず
か
5
年
の
立
地
で
は
雇

用
、
税
収
等
の
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
の
こ
と
。
①
企
業
の

進
出
状
況
②
奨
励
措
置
の
適
用
状

況
③
市
企
業
立
地
奨
励
金
の
返
還

規
定
は
。

環
境
経
済
部
長

①
国
道
4
6

4
号
沿
道
、
大
塚
等
で
7
社
。
牧

の
原
に（
株
）千
葉
銀
行
。
松
崎
工

業
団
地
で
1
社
契
約
、
5
社
協
議

中
。
②
平
成
22
年
度
ま
で
14
社
、

今
年
度
1
社
を
指
定
。
雇
用
奨
励

金
は
こ
れ
ま
で
1
社
の
み
。
③
印

西
市
企
業
立
地
促
進
条
例
第
8
条

に
奨
励
金
の
返
還
規
定
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
該
当
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
更
新
問
題

に
つ
い
て
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個人質問 

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
と

公
共
交
通
に
つ
い
て

岩
崎
　
成
子

質
問

ゴ
ミ
焼
却
場
建
替
え
に

つ
い
て
。

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
心
近

く
の
大
塚
三
丁
目
町
内
会
は
現
在

4
0
0
世
帯
程
住
ん
で
い
る
。
ゴ

ミ
焼
却
場
予
定
地
か
ら
近
い
所
で

は
約
3
0
0
ｍ
し
か
離
れ
て
お
ら

ず
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
も
近
い
こ
の
場

所
が
ゴ
ミ
焼
却
場
と
し
て
適
地
だ

と
思
う
の
か
。や
め
て
く
だ
さ
い
。

絶
対
に
良
く
な
い
。
今
一
度
考
え

直
し
て
白
紙
に
す
る
つ
も
り
は
な

い
か
。

市
長

決
定
の
経
緯
は
ご
理
解

い
た
だ
い
て
い
る
。
年
内
に
2
ヶ

所
の
周
辺
自
治
会
に
説
明
が
あ
り
、

そ
の
他
に
も
丁
寧
に
説
明
す
る
。

質
問

今
の
答
弁
で
白
紙
に
す

る
つ
も
り
が
な
い
と
わ
か
っ
た
。

住
民
ら
が
反
対
運
動
を
起
こ
し
大

騒
ぎ
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁

粘
り
強
く
丁
寧
に
説
明

す
る
。

質
問

説
明
し
て
も
理
解
得
ら

れ
な
い
と
思
う
。
た
だ
ご
と
で
は

済
ま
な
く
な
っ
た
ら
市
長
は
ど
の

よ
う
に
責
任
を
と
る
の
か
。

答
弁

あ
く
ま
で
も
粘
り
強
く

説
明
し
て
い
く
。

質
問

7
月
市
長
選
挙
が
あ

る
。
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
9
住
区
に
40
億
円
で
都
市

再
生
機
構
よ
り
土
地
を
買
っ
て
、

2
0
0
億
円
の
ゴ
ミ
焼
却
場
を
造

り
ま
す
と
言
っ
て
立
候
補
す
る
の

か
。答

弁

思
慮
す
る
。

質
問

市
長
と
都
市
再
生
機
構

Ｎ
Ｔ
事
業
者
と
は
密
接
な
関
係
が

あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
市
長

の
関
係
し
て
い
る（
株
）山
洋
は
都

市
再
生
機
構
の
仕
事
を
受
け
て
い

る
の
か
。

答
弁

受
注
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

質
問

市
長
に
な
る
前
と
、
あ

な
た
の
関
係
し
て
い
る（
株
）山
洋

は
売
上
高
は
何
倍
に
も
延
び
て
い

る
。
裏
で
便
宜
を
計
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。
市
民

は
お
か
し
い
と
言
っ
て
い
る
。

答
弁

事
実
無
根
で
あ
り
、
私

の
名
誉
で
も
あ
る
し
、
事
実
が
あ

る
と
言
う
な
ら
顧
問
弁
護
士
に
そ

れ
な
り
の
対
応
を
お
願
い
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
問
題
に
つ
い
て
（
船
橋

印
西
線
・
コ
ス
モ
ス
通
り
・
印
西

中
通
学
路
・
別
所
地
区
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
外
周
道
路
）

質
問
1

国
営
印
旛
沼
二
期
事

業
（
※
）に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

平
成
23
年
1
月
12
日
に

計
画
が
確
定
さ
れ
、
事
業
費
3
3

2
億
円
、
期
間
は
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
、
予
算
措
置
は
平

成
22
年
か
ら
さ
れ
て
お
り
、
本
年

度
中
に
は
工
事
着
手
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

質
問

工
事
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
う
。

環
境
経
済
部
長

農
業
水
利
事

務
所
、
千
葉
県
、
土
地
改
良
区
、

市
町
と
で
必
要
に
応
じ
て
調
整

し
、
施
設
の
状
況
に
よ
っ
て
実
施

し
て
い
く
。

質
問
2

印
西
市
の
教
育
に
つ

い
て
、
印
西
市
に
優
秀
な
管
理
職

に
来
て
も
ら
い
、
若
い
教
員
を
し

っ
か
り
育
て
る
こ
と
が
教
育
長
の

役
目
と
思
う
が
。

個人質問 

国
営
印
旛
沼
二
期
事
業
に
つ
い
て

小
川
　
勇

教
育
長

若
い
教
員
は
、
学
校

現
場
で
管
理
職
や
先
輩
の
教
員
か

ら
指
導
を
受
け
、
互
い
に
切
磋
琢

磨
す
る
中
で
、
教
員
と
し
て
の
力

量
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。
子

供
を
輝
か
せ
る
の
は
教
員
で
あ

り
、
そ
の
教
員
を
輝
か
せ
る
の
は

校
長
の
役
割
で
あ
る
。
毎
月
の
校

長
会
議
に
出
席
し
て
、
若
い
教
員

を
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
再
三

指
導
し
て
い
る
。

指
導
力
の
あ
る
校
長
や
教
頭
を

育
て
る
こ
と
が
、
私
の
大
き
な
役

割
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
※
）印
旛
沼
周
辺
の
農
業
水
利
施

設
は
、
老
朽
化
に
伴
う
機
能
低
下

が
生
じ
、
農
業
生
産
性
の
向
上
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
用
排
水
機
場
、
用
水
路
を
更

新
し
、
農
業
生
産
及
び
農
業
経
営

の
安
定
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
印
旛
中
央
地
区
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

・
順
天
堂
大
学
と
の
連
携
強
化
に

つ
い
て

ご意見・ご感想を 
お寄せください！ 

議会だよりを読んで感じたことなど、 
皆さまのご意見をお待ちしております。 

〒270－1396 
印西市大森2364－2 議会事務局 
TEL：0476－42－5111 
       （内線607・608） 
FAX：0476－42－5299 
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個人質問 

ゴ
ミ
焼
却
場
建
替
え
に
つ
い
て

板
倉
　
正
直

質
問
1

①
予
算
編
成
の
基
本

方
針
②
予
算
規
模
③
財
政
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

①
総
合
計
画
の
着
実
な

推
進
、
行
政
改
革
に
基
づ
く
予
算

編
成
、
合
併
協
定
項
目
に
即
し
た

予
算
編
成
、
国
・
県
の
予
算
動
向

の
注
視
、
新
規
事
業
等
に
対
す
る

財
源
等
の
確
保
、
実
態
を
踏
ま
え

た
予
算
要
求
、将
来
債
務
の
抑
制
、

合
併
特
例
期
間
の
認
識
の
8
つ
の

基
本
方
針
を
掲
げ
た
。

企
画
財
政
部
長

②
各
課
か
ら

の
要
求
ベ
ー
ス
は
、
約
3
3
0
億

円
で
あ
る
。
③
歳
入
見
通
し
は
、

低
経
済
成
長
や
高
齢
化
の
影
響
に

よ
り
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
国
か

ら
の
地
方
財
政
支
出
の
全
体
的
な

抑
制
傾
向
が
懸
念
さ
れ
、
現
状
の

歳
入
確
保
が
極
め
て
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
。歳
出
見
通
し
は
、

社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
、
学

校
や
道
路
、
公
園
、
下
水
道
な
ど

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
及
び
改

修
費
の
増
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
熟
成
に
向
け
た
整
備
や
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
な
ど
の

普
通
建
設
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
財
政
運
営
に
負
担
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ

れ
る
。

質
問
2

公
共
交
通
の
整
備
・

充
実
を
図
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
関
心
が
高
い

こ
と
や
重
要
性
に
つ
い
て
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
市
で
は
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
路
線
の
充
実
や
独

立
採
算
が
難
し
い
民
間
路
線
へ
の

補
助
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情

等
を
考
慮
し
つ
つ
、
印
西
市
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
基
づ

き
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
が
確

保
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
。

個人質問 

市
債
権
の
回
収
と
図
書
館
の
充
実

橋
本
　
和
治

質
問
1

市
債
権
の
回
収
に
つ

い
て
①
主
な
市
債
権
の
滞
納
状
況

は
。
②
滞
納
額
縮
減
の
た
め
、
収

納
窓
口
を
一
本
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。
③
債
権
回
収
方
針
を
策
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

②
と
③
は
一
括
し
て
答

弁
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
適
正
な
債

権
管
理
と
滞
納
整
理
事
務
の
推
進

に
努
め
て
き
た
。
今
後
に
つ
い
て

も
、
組
織
を
挙
げ
て
債
権
の
回
収

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
債
権
回

収
窓
口
の
一
本
化
と
債
権
回
収
方

針
の
策
定
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。市

民
部
長

①
合
計
で
現
年
分

が
4
億
9
1
7
4
万
9
千
円
、
過

年
分
が
13
億
2
8
7
7
万
8
千
円
。

質
問

収
納
率
ア
ッ
プ
の
為
、

収
納
強
化
月
間
を
設
け
て
は
ど
う

か
。答

弁

現
年
分
は
12
月
と
翌
年

5
月
に
、
滞
納
分
は
11
月
に
納
税

催
告
書
を
送
付
し
、実
質
的
に
は
、

強
化
月
間
と
し
て
徴
収
の
強
化
を

行
っ
て
い
る
。

質
問

窓
口
の
一
本
化
に
つ
い

て
具
体
的
に
ど
う
検
討
す
る
の
か
。

総
務
部
長

平
成
24
年
度
を
目

途
に
、
庁
内
検
討
会
を
立
上
げ
、

債
権
回
収
の
窓
口
の
一
本
化
を
含

む
体
制
の
強
化
の
方
策
や
、
債
権

建替が予定されている宗吾北揚排水機場
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【
議
案
第
5
号
】
印
西
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
市

が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
う
ち
、

利
用
形
態
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
類
似
す
る
施
設
に
お
い
て

使
用
料
の
額
を
改
め
る
こ
と
か

ら
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
使
用
料
等
の
額
を
改
め
る
も

の
）質

疑

利
用
料
金
の
決
め
方
の

根
拠
は
。

答
弁

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

4．

4
円
で
算
出
し
た
。
面
積
掛

け
る
4．

4
円
と
消
費
税
相
当
額

を
も
と
に
計
算
し
て
い
る
。

質
疑

全
体
の
歳
入
に
影
響
す

る
額
の
見
込
は
い
く
ら
か
。

答
弁

今
後
の
申
告
後
の
数
値

に
よ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
未
定

で
あ
る
。

【
議
案
第
7
条
】
印
西
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
地
方

税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課

税
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
及
び
介
護
納
付
金
課
税
額
の

限
度
額
を
変
更
す
る
に
当
た
り
、

印
西
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
答
申
に
基
づ
き
、
各
限
度
額

の
改
正
を
行
う
も
の
）

質
疑

限
度
額
を
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、市
民
の
負
担
と
な
る
が
、

そ
の
額
の
試
算
は
し
て
い
る
か
。

答
弁

保
険
税
全
体
の
影
響
額

は
、
約
1
3
0
0
万
円
で
あ
る
。

【
議
案
第
16
号
】
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
印
西
市
自
転
車

駐
車
場
の
施
設
管
理
を
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
も
の
）

質
疑

6
者
応
募
が
あ
っ
た
中

か
ら
選
定
し
た
理
由
は
。

答
弁

経
費
の
節
減
を
一
番
図

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
地
元
高
齢

者
を
雇
用
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
省

エ
ネ
対
策
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

設
置
、そ
し
て
実
績
を
考
慮
し
た
。

【
議
案
第
9
号
】
印
西
市
立
公
民

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
公
民
館
の
名
称
と

位
置
の
規
定
か
ら
「
印
西
市
立
中

央
公
民
館
宗
像
分
館
」
に
関
す
る

部
分
を
削
る
も
の
、
公
民
館
の
施

設
の
使
用
料
の
規
定
を
現
行
に
お

い
て
午
前
、
午
後
及
び
夜
間
の
3

つ
に
区
分
し
て
設
定
し
て
い
る
合

併
前
の
印
西
市
の
区
域
に
所
在
す

る
公
民
館
の
当
該
使
用
料
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
区
分
を
な
く
し
1

日
を
通
し
て
同
一
の
使
用
料
と
す

る
も
の
等
）

質
疑

夜
間
区
分
の
使
用
料
が

事
実
上
の
値
下
げ
に
な
っ
て
い
る

が
、な
ぜ
使
用
料
を
下
げ
た
の
か
。

答
弁

区
分
の
廃
止
の
根
拠
は
、

公
民
館
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

空
調
も
電
気
も
、
昼
間
も
夜
間
も

使
用
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
設
定

で
は
、
昼
間
の
料
金
に
比
べ
て
夜

間
が
倍
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
近
隣
市
町
で
も
多
く
が
夜
間

等
の
区
分
が
な
い
こ
と
か
ら
、
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

【
議
案
第
17
号
・
18
号
】
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
小
林
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
小
林
学
童

ク
ラ
ブ
・
小
林
第
2
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
る
も
の
）

質
疑

小
学
校
と
学
童
ク
ラ
ブ

の
連
携
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う

な
情
報
交
換
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

ほ
と
ん
ど
の
学
童
ク
ラ

ブ
は
校
庭
の
中
に
設
置
し
て
あ
る

こ
と
か
ら
、
主
任
指
導
員
が
学
校

に
出
向
く
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い

る
。

【
議
案
第
8
号
】
印
西
市
都
市
公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
有
料
公
園
施

設
の
種
類
と
使
用
料
の
額
の
整
合

を
図
る
こ
と
に
よ
る
も
の
）

質
疑

こ
の
改
正
に
よ
り
現
行

と
料
金
の
差
異
が
生
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
算
定
基
準
は
。

答
弁

合
併
関
連
の
調
整
で
あ

る
。
現
行
の
印
西
市
の
料
金
体
系

に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
基
本

と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
便
性

や
利
用
の
促
進
、
あ
る
い
は
近
隣

市
町
と
の
整
合
性
等
に
よ
り
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

建
設
経
済

常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

総
務
企
画

常
任
委
員
会

県
及
び
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
2

環
境
整
備
事
業
組
合

と
印
西
市
に
つ
い
て

都
市
計
画
で「
ご
み
焼
却
場
」と

し
て
敷
地
位
置
の
確
定
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な

手
続
き
を
取
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長

組
合
で
は
、

今
後
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
や

準
備
書
の
手
続
き
を
行
い
、
最
終

的
に
環
境
影
響
評
価
書
の
作
成
に

併
せ
、
平
成
26
年
度
を
目
途
に
、

都
市
計
画
法
第
11
条
に
基
づ
く
、

都
市
施
設
と
し
て
の
「
ご
み
焼
却

一
部
の
議
案
に
つ
い
て
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。12
月
12
日
に
総
務
企
画
常
任
委
員
会
、

13
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
、
14
日
に
建
設
経
済
常
任
委

員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
関
係
に
よ
り
、
委
員
会
で
行
わ
れ
た

主
な
議
案
の
質
疑
及
び
そ
の
答
弁
の
一
部
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

質
疑

こ
の
改
正
の
市
民
へ
の

周
知
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答

弁

改
正
後
、
広
報
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
窓
口
等
で
周
知
し

て
い
く
。

▼
印
西
市
議
会
に
お
け
る
議
会
改

革
推
進
の
基
本
理
念
及
び
基
本
方

針
を
定
め
る
決
議
に
つ
い
て
〈
可

決
〉「

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
」の

議
会
改
革
の
観
点
か
ら
市
民
の

方
々
に
も
情
報
発
信
を
行
い
な
が

ら
、
ま
た
、
議
員
各
位
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
検
討
項
目
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
、
更
な
る
議
会
改
革
に

向
け
て
、
速
度
を
上
げ
な
が
ら
、

と
も
に
推
し
進
め
て
い
き
た
い
こ

と
か
ら
、
印
西
市
議
会
に
お
け
る

議
会
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
「
基

本
理
念
及
び
基
本
方
針
」
を
定
め

る
も
の
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
8
ペ
ー
ジ

「
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

報
告
」
参
照

▼
広
く
地
域
住
民
の
意
向
を
踏
ま

え
た
次
期
廃
棄
物
処
理
計
画
の
検

討
を
強
く
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
〈
否
決
〉

次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業

を
推
進
す
る
上
で
は
ゴ
ミ
処
理
計

画
や
ゴ
ミ
減
量
化
計
画
も
早
期
に

立
案
し
、
構
成
市
町
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
る
た
め
に
も
、
早
急
に
、

広
く
印
西
市
民
・
白
井
市
民
・
栄

町
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
、
財
政
負
担
の
問

題
も
充
分
に
念
頭
に
お
い
た
上
で

の
施
策
を
含
め
た
次
期
一
般
廃
棄

物
処
理
計
画
の
検
討
を
強
く
求
め

る
も
の
。

質
問
1

放
射
線
対
応
に
つ
い

て
と
印
西
市
の
将
来
に
つ
い
て

局
所
的
に
高
い
放
射
線
量
が
計

測
さ
れ
た
地
点
を
見
つ
け
た
時
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

市
長

小
・
中
学
校
等
に
は
簡

易
測
定
器
を
配
備
し
、
局
所
的
に

高
い
放
射
線
量
が
計
測
さ
れ
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
除
染

作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
又
、
放

個人質問 

放
射
線
対
策
と

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
移
設
手
続
き

軍
司
　
俊
紀

射
線
量
測
定
器
の
貸
出
等
で
発
見

さ
れ
た
市
管
理
地
に
つ
い
て
は
、

再
度
、
職
員
が
計
測
し
除
染
等
の

対
応
を
し
、民
有
地
に
つ
い
て
は
、

除
染
の
方
法
等
の
助
言
を
し
て
い

る
。質

問

甲
状
腺
検
査
を
含
む
健

康
診
断
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

今
後
の
千
葉

管
理
、
滞
納
整
理
の
具
体
的
な
取

組
み
等
を
内
容
と
す
る
債
権
回
収

方
針
の
検
討
を
進
め
た
い
。

質
問
2

図
書
館
の
充
実
に
つ

い
て本

市
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
学
校
図
書
館
管
理
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が

完
成
す
る
と
、
市
の
図
書
館
と
学

校
図
書
館
の
連
携
が
で
き
る
か
。

教
育
部
長

現
在
推
進
中
の
学

校
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内

す
べ
て
の
小
中
学
校
の
図
書
デ
ー

タ
を
一
括
し
て
管
理
し
、
市
内
7

5
0
0
名
の
児
童
生
徒
が
、
約
22

万
の
図
書
資
料
を
、
一
つ
の
図
書

館
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
図
書
館
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
互
換
性
が
あ
る
の

で
、
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
た
い
。

発
議
案 

施
設
」
の
決
定
を
得
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

質
問

地
区
計
画
の
方
針
と
し

て
当
該
地
区
は
「
危
険
性
や
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
の
な
い
業
務

施
設
を
つ
く
る
」
と
印
西
市
は
決

定
し
て
い
る
が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
危
険
性
や
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
恐
れ
の
な
い
業
務
施
設
か
。

答
弁

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

危
険
性
や
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
施

設
に
該
当
し
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
犯
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
　

・
牧
の
原
駅
圏
の
将
来
に
つ
い
て
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平成２３年 第４回定例会 議案等議決結果 
 議案番号 付　　　議　　　事　　　件 議決の結果 

議案第１号  

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号  

議案第５号  

議案第６号 

議案第７号  

議案第８号  

議案第９号  

議案第１０号 

議案第１１号 

議案第１２号 

議案第１３号 

議案第１４号 

議案第１５号 

議案第１６号 

議案第１７号 

請願第２３－５号 

請願第２３－６号 

請願第２３－７号 

請願第２３－８号 

発議案第１号 

発議案第２号 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について 
印西市立中央駅前地域交流館の設置及び管理に関する
条例の制定について 
印西市市民安全センターの設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 
印西市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 

印西市税条例の一部を改正する条例の制定について 

印西市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について 

印西市都市公園条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 
印西市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 
印西市文化ホールの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 

平成２３年度印西市一般会計補正予算（第５号） 

平成２３年度印西市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

平成２３年度印西市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

業務委託契約の変更について 

業務委託契約の変更について 

指定管理者の指定について 

指定管理者の指定について 

 議案番号 付　　　議　　　事　　　件 議決の結果 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

同　　意 

適　　任 

適　　任 

指定管理者の指定について 

字の区域及び名称の変更について 

字の区域及び名称の変更等に伴う関係条例の整理に関
する条例の制定について 
印西市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例
の制定について 
千葉北部地区新住宅市街地開発事業に関連する特定公
共施設工事の施行に関し同意することについて 

印西市監査委員の選任につき同意を求めることについて 

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて 
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて 

「ふれあいバス」を木下駅から白井駅間に運行できるよう求
める請願 

学校図書館の充実を求める請願 

印西市内過半数以上の幼児に幼児教育を担っている私
立幼稚園に対し教育補助をお願いする請願 
千葉ニュータウン２１住区の開発において、希少種を含む生
態系への配慮を求める請願 
印西市議会における議会改革推進の基本理念及び基本
方針を定める決議について 
広く地域住民の意向を踏まえた次期一般廃棄物処理計画
の検討を強く求める意見書の提出について 

議案第１８号 

議案第１９号 

議案第２０号 

議案第２１号 

議案第２２号 

同意第１号  

諮問第１号 

諮問第２号 

選　　　挙 

選挙管理委員及び補充員の選挙 
　委員　武　井　　　誠 
　委員　河　内　恒　明 
　委員　上　木　　　格 
　委員　篠　田　有　朋 
　第１補充員　大　野　　　建  
　第２補充員　板　垣　昭　典  
　第３補充員　武　藤　百合子  
　第４補充員　河　澄　良　子  

不 採 択 

継続審査 

継続審査 

採　　択 

原案可決 

否　　決 

当　　選 

総務企画常任委員会は平成23年10月25日から同27日まで、岐阜県羽島
市、兵庫県西宮市、広島県三次市への行政視察を行った。視察には委員7
名が参加し職員が3名同行した。
羽島市では「防災（水防）事業」、西宮市では「被災者支援システム」、

三次市では「事務・権限移譲（県からの）」についてそれぞれ説明を受け
質疑応答を行った。
羽島市は、木曽川・長良川に挟まれ、台風などによる洪水の危険性が高
い土地柄であることから、市内に風水害時の一時的な非難場所として98
か所を設け、計画的に避難するとしている。この度訪問した防災ステーシ
ョンは、木曽川堤防沿いの国の施設との併設になっており日常的な施設使
用も可能である。
西宮市では、阪神・淡路大震災で大きな被害を受けた。震災発生直後か
ら被災者支援システムの構築、被災情報のデータベース化を職員総出で行
い、被災者の氏名住所等の基本情報に加え、家屋を含む被災状況全般を管
理した。具体的には被災者台帳・連絡先情報管理・罹災証明書の発行・義
援金の交付及び交付履歴管理・避難所の管理・仮設住宅の管理等のシステ
ムを用い被災者支援や復旧・復興支援に大きな力を発揮した。
この被災者支援システムは汎用Webシステムとして総務省からすべての
地方公共団体に無償提供されている。
三次市では、地方分権の推進により地方の実情に応じた特色を活かした
まちづくりを実現するため、平成17年度から「広島県・三次市事務移譲
具体化プログラム」に基づき141事務中97事務を実施中である。主なもの
に県道の維持管理・改良事業、建築確認事務、身体障害者手帳認定交付事
務、パスポートの申請・交付事務、介護保険事業者の指定事務などがある。
また、平成23年度「事務移譲具体化プログラム」を廃止し、今後は、「移譲
可能リスト」に基づき新たな移譲のため県主導ではなく、三次市の主体性
を持って協議を進めていくとしている。また、市民からは事務事業の迅速
性や県庁所在地までの移動の必要がなくなったことなど好評を得ている。
委員会では、この度の視察を通して予想外の危機に対する備え、危機対
応の「決断」をサポートするシステムづくりの重要性について認識し、ま

た、印西市の実情に応じ
たまちづくりという観点
からの事務・権限の移譲
についても学ぶことがで
き、今後の印西市におけ
る施策の推進に活かして
いくことが重要であると
の認識を参加者全員が共
有をして視察を終えた。

印西市議会建設経済常任
委員会は、平成23年10月31
日から11月2日まで、鹿児島
県鹿児島市、熊本県熊本市、
福岡県大牟田市への行政視
察を実施した。
鹿児島市【遊休農地バン

ク事業】は、耕作できない
農地情報を市ホームページ
の「遊休農地バンク」に掲
載し、農業者や新規就農希
望者への貸借促進と遊休農地解消を図るもので、平成22年4月開設以来、
1.39haの貸借が行われた。同市では他にも遊休農地解消に向け多くの取
組みを実施。都市近郊で農業者の高齢化、後継者難に伴い遊休農地が増え
ている印西市においても大いに参考になるものである。
鹿児島市では、また【こどもまちづくり探検隊事業】についても調査研
修を行った。
熊本市【橋梁長寿命化修繕計画事業】。熊本市が管理する182道路橋のう
ち45％が高度経済成長期に集中して建設されており、今後一斉に老朽化
を迎え、架け替え費用の集中が見込まれる。このため同市では平成21年
度「橋梁長寿命化修繕計画」を策定し計画的維持管理を開始した。「予防
対策」による修繕は「架け替え」に比べ約75％、「事後対策」に比べ約
30％のコスト縮減が見込まれる。千葉ニュータウン建設等で、橋梁、道
路等の建設が一定期間に集中した印西市でも、早期に長寿命化修繕計画を
取り入れ、計画的な維持管理を進めていくことが望ましい。
熊本市では、NPO法人や店舗組合等が実施する買い物弱者対策への助

成制度【買い物弱者対策事業】についても調査研修を行った。
福岡県大牟田市【エネルギーによる街の活性化事業】。三井三池炭鉱等

の石炭産業で発展した大牟田市は、産業構造の変革で大打撃を受け、人口
も最盛期の21万人から現在では12万5千人に。こうした中、市は新産業に
よる活性化を目指し「新エネルギービジョン」を策定。関連施設の集積、
企業立地促進に取り組んでいる。視察では新エネルギービジョンの研修、
質疑等に続き、同政策に伴い平成22年11月に立地したメガソーラー大牟
田発電所の現地視察も実施した。近年、CO2の削減問題、また東日本大震
災に伴う福島第一原子力発電所の放射線問題等が大きな課題になり、環境
を保全する努力が真摯に求められている中で、「新エネルギー」を核とし
た大牟田市のまちづくりの取り組みは、今後の印西市においてもテーマの
一つとして大いに参考になるものである。
今回の視察の成果を、委員会としても今後の活動に反映していきたい。

委 員 会 の 視 察 研 修 報 告

総務企画常任委員会 建設経済常任委員会
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議 会 日 誌  議 会 日 誌  
11月  

12月  

1月  

11月  

12月  

1月  

 4（金） 印旛郡市広域市町村圏事務組合議会定例会 
 8（火） 北海道名寄市経済建設常任委員会　視察来庁 
 9（水） クリーンセンター次期中間処理施設整備等特別委員会 
 10（木） 印旛管内正副議長会視察研修会 （～11日） 
 14（月） 全員協議会 
  議会運営委員会 
 15（火） 全国市議会議長会社会文教委員会 
 21（月） 議会改革推進特別委員会 
  ニュータウン等対策特別委員会 
 22（火） 建設経済常任委員会 
 24（木） 会派代表者会議 
  議会運営委員会 
  正副委員長会議 
  予算審査特別委員会 
 25（金） 長門川水道企業団議会定例会 
 30（水） 平成23年第4回定例会 （～12月21日） 
  議会だより編集委員会 
　 
　 
 2（金） 議会運営委員会 
 6（火） 全員協議会 
 9（金） 予算審査特別委員会 
 12（月） 総務企画常任委員会 
 13（火） 文教福祉常任委員会 
 14（水） 建設経済常任委員会 
 15（木） 議会改革推進特別委員会 
  全員協議会 
 19（月） 議会運営委員会 
  正副委員長会議 
　 
　 
 12（木） 議会改革推進特別委員会 
  会派代表者会議 
 16（月） 議会だより編集委員会 
 17（火） ニュータウン等対策特別委員会 
 19（木） 議会だより編集委員会視察 （～20日） 
 23（月） 建設経済常任委員会 
 25（水） 福岡県春日市総務文教常任委員会　視察来庁 
 30（月） 議会だより編集委員会 

平
成
23
年
第
4
回
定
例
会
で
は

17
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
何
点
か

の
申
し
合
わ
せ
事
項
が
あ
り
ま

す
。
一
般
質
問
は
会
派
代
表
質
問

と
個
人
質
問
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
会
派
代
表
質
問
は
、
第
1
回

定
例
会（
3
月
）と
第
3
回
定
例
会

（
9
月
）の
2
回
、
個
人
質
問
は
毎

定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
の
通
告
は
定
例
会
招
集
日

の
概
ね
14
日
前
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
質
問
の
順
番
は
通
告
締
切

日
以
降
に
、
議
長
に
お
い
て
「
く

じ
」
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
個
人
質
問
の
持
ち
時
間

は
質
問
の
み
で
一
人
30
分
と
さ

れ
、
質
問
方
式
に
は
一
括
と
一
問

一
答
が
あ
り
、
質
問
通
告
時
に
選

択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
月
20
日
か
ら
開
催
予
定
の
平

成
24
年
第
1
回
定
例
会
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継

が
始
ま
り
ま
す
。
市
民
参
加
を
推

進
す
る
う
え
で
も
広
報
広
聴
の
役

割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
を
通

し
て
の
情
報
発
信
と
し
て
、
よ
り

充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
Ｆ
・
Ｔ
）

委

員

長
　
渡
邊
　
正
一

副
委
員
長
　
橋
本
　
和
治

委
　
　
員
　
海
老
原
作
一

〃

藤
代
　
武
雄

〃

松
尾
　
榮
子

編
集
後
記 

お 知 ら せ 

請願・陳情の提出はお早めに 
　請願・陳情書はいつでも提出でき
ますが、平成24年第1回定例会（3月
議会）で審議される請願・陳情書の
提出期限は、2月10日（金）正午（予定）
です。お早目のご提出をお願いいた
します。 

　平成24年第1回定例会（3月議会）
で予定されている一般質問（代表・
個人）の内容は、2月14日（火）以降
ホームページで閲覧できます。 

一般質問の閲覧 

配
付
〉

▼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
み
ど
り
荘
の
占

用
許
可
部
分
の
完
了
届
が
不
当
に

受
理
さ
れ
処
理
さ
れ
ま
し
た
。
関

係
職
員
に
処
分
を
求
め
る
陳
情

〈
議
員
配
付
〉

▼
福
祉
施
設
の
下
に
産
業
廃
棄
物

が
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
隣
接
七
畝

割
団
地
住
民
の
飲
用
地
下
水
の
1

0
0
％
の
安
全
確
保
を
市
に
求
め

る
陳
情
〈
議
員
配
付
〉

▼
大
森
字
中
の
口
の
小
規
模
特
定

事
業
の
許
可
の
申
請
及
び
完
了
届

に
お
け
る
違
法
行
為
に
対
す
る
刑

事
告
発
を
含
む
厳
正
な
る
対
応
を

求
め
る
陳
情
〈
議
員
配
付
〉

▼
関
東
地
方
整
備
局
及
び
利
根
川

下
流
河
川
事
務
所
の
存
続
を
求
め

る
陳
情
〈
議
員
配
付
〉

▼
安
全
・
安
心
な
国
民
生
活
実
現

の
た
め
、
防
災
・
生
活
関
連
予
算

の
拡
充
と
国
土
交
通
省
の
出
先
機

関
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
〈
議
員

配
付
〉

▼「
広
く
地
域
住
民
の
意
向
を
踏

ま
え
た
次
期
廃
棄
物
処
理
計
画
の

検
討
を
強
く
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情〈
議
員
配
付
〉

▼
防
災
対
策
な
ど
住
民
の
安
心
・

安
全
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
陳

情
〈
議
員
配
付
〉

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
報
告

▼
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
木
下
駅

か
ら
白
井
駅
間
に
運
行
で
き
る
よ

う
求
め
る
請
願
〈
総
務
企
画
常
任

委
員
会
・
不
採
択
〉

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
木
下
駅
か

ら
白
井
駅
間
に
運
行
で
き
る
よ
う

尽
力
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
。

▼
学
校
図
書
館
の
充
実
を
求
め
る

請
願
〈
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・

閉
会
中
の
継
続
審
査
〉

学
校
図
書
館
が
そ
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
、
学
校
図
書
館
費（
図

書
整
備
費
）
の
大
幅
な
増
額
や
読

書
環
境
の
整
備
、
専
任
・
正
規
の
専

門
職
員
の
配
置
を
要
望
す
る
も
の
。

▼
印
西
市
内
過
半
数
以
上
の
幼
児

に
幼
児
教
育
を
担
っ
て
い
る
私
立

幼
稚
園
に
対
し
教
育
補
助
を
お
願

い
す
る
請
願
〈
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
・
閉
会
中
の
継
続
審
査
〉

私
立
幼
稚
園
に
、
運
営
費
補
助

金
と
し
て
一
園
40
万
円
、
職
員
研

修
費
と
し
て
一
人
あ
た
り
5
千
円

の
教
育
補
助
を
要
望
す
る
も
の
。

▼
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
21
住
区
の

開
発
に
お
い
て
、
希
少
種
を
含
む

生
態
系
へ
の
配
慮
を
求
め
る
請
願

〈
建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
採
択
〉

21
住
区
に
お
け
る
古
新
田
川
最

上
流
部（
別
所
第
2
公
園
予
定
地
、

別
所
調
整
池
、
別
所
緑
地
）
と
そ

の
周
辺
部
の
希
少
種
を
含
む
生
態

系
を
保
全
す
る
た
め
、
業
務
予
定

地
は
道
路
整
備
な
ど
最
小
限
の
造

成
に
と
ど
め
る
こ
と
、
別
所
第
2

公
園
と
一
体
と
し
た
自
然
生
態
園

と
し
て
保
護
・
活
用
す
る
等
、
印

西
市
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
里
山

と
都
市
の
共
生
を
実
現
す
る
た

め
、
美
し
い
里
山
景
観
の
あ
る
こ

の
場
所
の
保
全
を
求
め
る
も
の
。

▼
私
立
幼
稚
園
通
園
児
に
か
か
る

教
育
費
負
担
軽
減
の
た
め
入
園
金

補
助
を
求
め
る
陳
情〈
議
員
配
付
〉

▼
大
森
字
中
の
口
の
住
民
監
査
請

求
に
お
い
て
市
が
事
実
と
違
う
陳

述
を
行
っ
た
事
に
対
す
る
陳
情

〈
議
員
配
付
〉

▼
3
億
9
千
7
百
万
の
現
金
、
証

券
を
持
つ
事
業
者
へ
の
市
有
地

（
中
の
口
の
福
祉
施
設
の
通
路
）

の
占
有
料
に
関
す
る
陳
情
〈
議
員

陳
　
情 

請
　
願 

議
会
改
革
推
進
委
員
会
は
、
印

西
市
議
会
に
お
け
る
改
革
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら
選

出
さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
、
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
23
年
10
月
以
降
、
平
成
24

年
1
月
末
ま
で
に
計
4
回
の
委
員

会
を
開
催
し
た
。
第
4
回
に
は
、

議
会
改
革
の
基
本
理
念
を
「
市
民

の
負
託
に
応
え
、
開
か
れ
た
議
会

と
改
革
断
行
を
目
指
し
て
」
に
意

見
を
集
約
し
た
。
ま
た
、
基
本
理

念
を
も
と
に
基
本
方
針
を
た
て
る

こ
と
と
し
た
。
第
5
回
で
は
、
各

会
派
か
ら
基
本
方
針
の
意
見
を
持

ち
寄
り
、
3
つ
の
基
本
方
針

「
1．

二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し

て
、
役
割
及
び
機
能
を
適
切
に
果

た
す
仕
組
み
の
構
築
」

「
2．

執
行
機
関
と
の
対
等
な
関

係
を
確
立
し
、
政
策
立
案
・
政
策

提
言
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
」

「
3．

積
極
的
な
情
報
開
示
と
情

報
発
信
に
よ
り
、
市
民
参
加
を
推

進
す
る
広
報
広
聴
の
仕
組
み
の
構

築
」
と
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

第
6
回
に
は
、
議
会
改
革
の
体
系

図
を
示
し
、
具
体
的
検
討
項
目
を

同
分
類
に
仕
分
け
し
た
。
第
7
回

で
は
、
分
類
に
仕
分
け
さ
れ
た
検

討
項
目
の
精
査
を
行
い
、
検
討
順

位
や
検
討
方
法
に
つ
い
て
協
議
し

た
。ま

た
、
平
成
23
年
12
月
定
例
会

最
終
日
に
は
、
更
な
る
議
会
改
革

に
向
け
て
、「
印
西
市
議
会
に
お

け
る
議
会
改
革
推
進
の
基
本
理
念

と
基
本
方
針
」
を
定
め
る
決
議
案

の
提
出
を
行
い
、
決
議
さ
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
印
西
市
議
会
に
お
け

る
共
通
の
基
本
理
念
と
基
本
方
針

を
も
と
に
、
各
会
派
内
で
十
分
に

議
論
し
た
も
の
を
持
ち
寄
り
、
速

度
を
上
げ
、
よ
り
一
層
改
革
を
推

し
進
め
て
い
く
。

基
　
本
　
理
　
念

市
民
の
負
託
に
応
え
、
開

か
れ
た
議
会
と
改
革
断
行
を

目
指
し
て

基
　
本
　
方
　
針
　

１．

二
元
代
表
制
の
一
翼
と

し
て
、
役
割
及
び
機
能
を

適
切
に
果
た
す
仕
組
み
の

構
築

２．

執
行
機
関
と
の
対
等
な

関
係
を
確
立
し
、
政
策
立

案
・
政
策
提
言
で
き
る
仕

組
み
の
構
築

３．

積
極
的
な
情
報
開
示
と

情
報
発
信
に
よ
り
、
市
民

参
加
を
推
進
す
る
広
報
広

聴
の
仕
組
み
の
構
築


